





























































































































































































































































































1 2 3 4 5
1.地域において多職種の連携が必要である
n 4 15 7 0 1
% 14.8 55.6 25.9 0.0 3.7
2.地域における在宅緩和ケアが推進していることを知っている
n 0 17 9 0 1
% 0.0 63.0 33.3 0.0 3.7
3.在宅緩和ケアにおいて調剤薬局がどのような業務を行っているか
知っている
n 11 9 3 3 1
% 40.7 33.3 11.1 11.1 3.7
4.在宅緩和ケアにおいて40歳以上の終末期がん患者が介護保険を利
用できることを知っている
n 7 13 5 2 0
% 25.9 48.1 18.5 7.4 0.0
5.在宅緩和ケアを選択した患者に社会資源，介護サービスなどにつ
いての情報提供を行っている
n 4 9 8 5 1
% 14.8 33.3 29.6 18.5 3.7
6.在宅緩和ケアを行う上で，病院が果たす役割を知っている
n 1 8 9 9 0
% 3.7 29.6 33.3 33.3 0.0
7.在宅緩和ケアを行う上でかかりつけ医の果たす役割を知っている
n 0 8 12 7 0
% 0.0 29.6 44.4 25.9 0.0
8.在宅緩和ケアを推進する上で地域住民の理解が必要だと思う
n 0 4 14 8 1
% 0.0 14.8 51.9 29.6 3.7
9.自分の住む地域において在宅緩和ケアは浸透していると思う
n 0 14 9 3 1
% 0.0 51.9 33.3 11.1 3.7
10.自分の働く病院において在宅緩和ケアは浸透していると思う
n 6 11 8 2 0
% 22.2 40.7 29.6 7.4 0.0
11.自分の働く病院において在宅緩和ケアについて多職種間でよく理
解されている
n 0 11 14 1 1
% 0.0 40.7 51.9 3.7 3.7
12.在宅緩和ケアを行うにあたってどのような職種と連携をとればよ
いか知っている
n 5 14 7 1 0
% 18.5 51.9 25.9 3.7 0.0
13.一緒に働く看護師は在宅緩和ケアに関して理解していると思う
n 8 5 13 1 0
% 29.6 18.5 48.1 3.7 0.0
14.一緒に働く看護師は在宅緩和ケアにおける役割を理解していると
思う
n 0 4 8 14 1
% 0.0 14.8 29.6 51.9 3.7
15.一緒に働く薬剤師は在宅緩和ケアに関して理解していると思う
n 3 2 10 9 3
% 11.1 7.4 37.0 33.3 11.1
16.一緒に働く薬剤師は在宅緩和ケアにおける役割を理解していると
思う
n 1 2 11 13 0
% 3.7 7.4 40.7 48.1 0.0
17.一緒に働く医師は在宅緩和ケアに関して理解していると思う
n 1 5 14 7 0
% 3.7 18.5 51.9 25.9 0.0
18.一緒に働く医師は在宅緩和ケアにおける役割を理解していると思
う
n 0 9 11 6 1
% 0.0 33.3 40.7 22.2 3.7
19.在宅緩和ケアを選択した患者の家族と在宅緩和ケアについて話し
合う機会がある
n 0 7 12 6 2
% 0.0 25.9 44.4 22.2 7.4
20.在宅緩和ケアを選択した患者の家族に情報提供を行っている
n 4 16 3 4 0
% 14.8 59.3 11.1 14.8 0.0
21.在宅緩和ケアを選択した患者の家族と意識して関わる機会を持っ
ている
n 0 11 11 5 0
% 0.0 40.7 40.7 18.5 0.0
22.日中，一人で過ごす患者が在宅緩和ケアを選択することは困難で
あると思う
n 1 2 23 1 0



























































n 3 10 9 4 1
% 11.1 37.0 33.3 14.8 3.7
24.在宅緩和ケアを選択した患者の家族に対して，患者の急変を想定
した情報提供を行っている
n 0 1 10 14 2
% 0.0 3.7 37.0 51.9 7.4
25.退院調整に関わり，在宅緩和ケアを選択した患者の退院後の生活
状況を知りたいと思う
n 1 12 11 2 1
% 3.7 44.4 40.7 7.4 3.7
26.退院調整に関わった患者の生活支援状況について知りたいと思う
n 1 7 15 4 0
% 3.7 25.9 55.6 14.8 0.0
27.自分の働く職場において，療養場所の選択を行う時，在宅緩和ケ
アを含めて多職種間で話し合いが行われている
n 3 5 11 5 3
% 11.1 18.5 40.7 18.5 11.1
28.自分の働く職場において，在宅緩和ケアを希望した患者の意向に
添った話し合いが多職種間で行われている
n 3 17 5 2 0
% 11.1 63.0 18.5 7.4 0.0
29.今まで，在宅緩和ケアを選択した患者の退院調整において，悩ん
だ経験がある
n 0 1 9 17 0
% 0.0 3.7 33.3 63.0 0.0
30.自分の働く職場は，在宅緩和ケアを選択した患者の退院調整につ
いて悩んだ時，相談できる部門や人材が整っている
n 2 5 9 11 0







あり n=8 なし n=19
平均（SD） 平均（SD）
退院調整の経験
あり n=9 なし n=18
平均（SD） 平均（SD）
1.地域において多職種の連携が必要である 2.50（1.20） 2.11（0.66） 2.63（1.19） 2.05（0.62）
2.地域における在宅緩和ケアが推進していることを知ってい
る
2.75（1.04） 2.32（0.48） 2.75（1.04） 2.32（0.48）
3.在宅緩和ケアにおいて調剤薬局がどのような業務を行って
いるか知っている
2.37（1.51） 1.89（0.99） 2.88（1.25） 1.68（0.95）
4.在宅緩和ケアにおいて40歳以上の終末期がん患者が介護保
険を利用できることを知っている
2.25（1.04） 2.00（0.82） 2.63（1.06） 1.84（0.62）
5.在宅緩和ケアを選択した患者に社会資源，介護サービスな
どについての情報提供を行っている
2.87（1.25） 2.53（1.02） 3.13（1.13） 2.42（1.02）
6.在宅緩和ケアを行う上で，病院が果たす役割を知っている 3.12（0.83） 2.89（0.94） 3.25（0.71） 2.84（0.96）
7.在宅緩和ケアを行う上でかかりつけ医の果たす役割を知っ
ている
3.50（0.53） 2.74（0.73） 2.88（0.83） 3.00（0.75）
8.在宅緩和ケアを推進する上で地域住民の理解が必要だと思
う
3.25（0.89） 3.21（0.71） 3.13（0.99） 3.26（0.65）
9.自分の住む地域において在宅緩和ケアは浸透していると思
う
2.87（1.13） 2.58（0.69） 2.88（0.99） 2.58（0.77）
10.自分の働く病院において在宅緩和ケアは浸透していると思
う
2.50（0.93） 2.11（0.88） 2.63（1.06） 2.05（0.78）
11.自分の働く病院において在宅緩和ケアについて多職種間で
よく理解されている
3.12（0.99） 2.53（0.51） 3.00（1.07） 2.58（0.51）
12.在宅緩和ケアを行うにあたってどのような職種と連携をと
ればよいか知っている
2.25（1.04） 2.11（0.66） 2.50（0.53） 2.00（0.82）
13.一緒に働く看護師は在宅緩和ケアに関して理解していると
思う
2.12（0.99） 2.32（0.95） 2.75（0.89） 2.05（0.91）
14.一緒に働く看護師は在宅緩和ケアにおける役割を理解して
いると思う
3.62（0.92） 3.37（0.76） 3.75（0.89） 3.32（0.75）
15.一緒に働く薬剤師は在宅緩和ケアに関して理解していると
思う
3.50（1.31） 3.16（1.07） 3.75（1.04） 3.05（1.13）
16.一緒に働く薬剤師は在宅緩和ケアにおける役割を理解して
いると思う
3.50（0.53） 3.26（0.87） 3.63（0.74） 3.21（0.79）
17.一緒に働く医師は在宅緩和ケアに関して理解していると思
う
3.12（0.64） 2.95（0.85） 3.00（0.76） 3.00（0.82）
18.一緒に働く医師は在宅緩和ケアにおける役割を理解してい
ると思う
3.00（1.07） 2.95（0.78） 3.25（1.04） 2.84（0.76）
19.在宅緩和ケアを選択した患者の家族と在宅緩和ケアについ
て話し合う機会がある
3.12（1.13） 3.11（0.81） 3.25（0.89） 3.05（0.91）
20.在宅緩和ケアを選択した患者の家族に情報提供を行ってい
る
2.75（1.16） 2.05（0.71） 2.75（1.04） 2.05（0.78）
21.在宅緩和ケアを選択した患者の家族と意識して関わる機会
を持っている
2.87（0.83） 2.74（0.73） 3.00（0.76） 2.68（0.75）
22.日中，一人で過ごす患者が在宅緩和ケアを選択することは
困難であると思う






























































3.12（1.13） 2.42（0.90） 3.13（1.13） 2.42（0.90）
24.在宅緩和ケアを選択した患者の家族に対して，患者の急変
を想定した情報提供を行っている
3.87（0.64） 3.53（0.70） 3.88（0.83） 3.53（0.61）
25.退院調整に関わり，在宅緩和ケアを選択した患者の退院後
の生活状況を知りたいと思う
2.87（1.13） 2.53（0.70） 2.63（1.19） 2.63（0.68）
26.退院調整に関わった患者の生活支援状況について知りたい
と思う
3.25（0.46） 2.63（0.76） 2.75（0.89） 2.84（0.69）
27.自分の働く職場において，療養場所の選択を行う時，在宅
緩和ケアを含めて多職種間で話し合いが行われている
3.75（1.04） 2.68（1.06） 3.25（1.16） 2.89（1.15）
28.自分の働く職場において，在宅緩和ケアを希望した患者の
意向に添った話し合いが多職種間で行われている
2.62（0.74） 2.05（0.71） 2.38（0.74） 2.16（0.76）
29.今まで，在宅緩和ケアを選択した患者の退院調整において，
悩んだ経験がある
3.50（0.53） 3.63（0.60） 3.88（0.35） 3.47（0.61）
30.自分の働く職場は，在宅緩和ケアを選択した患者の退院調
整について悩んだ時，相談できる部門や人材が整っている





















































































to experienceinvolving dischargeplanning forpatientsrequiring intensivecare,a
significantdifferencewasfoundwiththefolowing:・knowingthetypeofservicesprovided
bypharmaciesforhome-basedpaliativecare・and・knowingwhichprofessionstocoordinate
withwhileprovidinghome-basedpaliativecare・（p＜0.05）.
Ourresultssuggestthatwardnursesmayincreasetheirunderstandingbyacquiring
experiencerelatedtohome-basedpaliativecare.
Keywords
cancernursing,home-basedpaliativecare,wardnurses
